平成２０年度広島県キャリア教育推進フォーラム開催結果
１　趣旨

　学校関係者はもとより，家庭，地域，産業界等，広く県民を対象に，キャリア教育の意義や必要性について啓発するためのフォーラムを開催し，学校，家庭，地域，産業界等が一体となり社会全体でキャリア教育を推進していこうとする気運を高める。また，先導的な取組みについて紹介し，キャリア教育の方向性をわかりやすく示すことにより，キャリア教育の実践の推進に資する。
２　開催期日及び会場　　平成２０年１０月１１日（土）　三次市文化会館

３　参加者数

	学校関係者(PTA含む)
	一般・行政関係者
	来賓・出演者等
	合計

	４２０名
	５１名
	４８名
	５１９名


４　実施内容

	項　　目
	発　表　者
	所　　属　　等

	アトラクション
	横谷子ども神楽クラブ

	児童生徒による発表

「聞いて，私の夢」
	久保　文美恵
	三原市立須波小学校　　　

	
	蛸瀬　大貴
	安芸太田町立戸河内中学校

	
	把田　希恵
	広島県立大竹高等学校

	実践報告

「系統的なキャリア教育の推進」

「『夢のスケッチブック』の取組み」
	長岡　貴宣
	広島県立西城紫水高等学校

	
	濵川　邦子
	大竹市立小方中学校


	講　　演

「人づくりとキャリア教育」
	三川　俊樹
	追手門学院大学

　心理学部心理学科教授

　キャリア開発部長
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生徒によるシンポジウム

「私とキャリア教育」
	池本　よ志子

【コーディネーター】
	株式会社ディア・フォロン

　代表取締役　

	
	住田　志織
	江田島市立三高中学校

	
	有木　崚将
	尾道市立原田中学校

	
	福島　千尋
	広島県立庄原実業高等学校

	
	井上　高宏
	広島県立戸手高等学校


５　成果

○　参加者のアンケート調査結果によると，ほとんどの者がキャリア教育について「理解が深まった」と回答した。特に，児童生徒による発表及び生徒によるシンポジウムでは，子どもたちの姿を通してキャリア教育の意義や必要性について参加者に理解してもらうことができた。
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